
ニラ産地の維持・拡大に向けて　－そぐりセンター進捗説明会を開催－

　１０月７日、「ＪＡそぐりセンター」設立の進捗状況の説
明会をニラ生産部を対象に行い、生産者２1名が参加しまし
た。ＪＡ担当者が設備や事業費の概要を説明した後、普及所
からは現状のそぐり経費やセンター利用経費の試算結果を報
告しました。
　生産者からは、「具体的な数字が出て検討しやすくなっ
た」「センター利用による省力化に期待している」という声
がありました。
　普及所では、役員会を中心に受け入れ体制や品質などにつ
いて検討し、効率的なセンター運営に向けて支援していきま
す。
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仁淀川流域茶の販売拡大のために　－茶の魅力を消費者にどう伝えるか！－

　１０月５日、当普及所において仁淀川流域茶産地振興協議
会の勉強会を開催し、茶生産者やＪＡ職員など１４名が参加
しました。
　中村雅子氏による３回目の講義では、自製茶への思いを１
分間スピーチで発表したり、販売時の身だしなみなどについ
て学びました。スピーチでは「自園自製茶は、栽培から加工
出荷まで全責任を負っている」「幻の紅茶を復活させ、４年
かけてやっと満足いく製茶技術が修得できた」「高知県茶品
評会でずっと賞を取り続けている」ことなど各々のＰＲポイ
ントを発表しました。１２月には実店舗での接客研修を予定
しています。
　普及所では、勉強会の内容について、講師や協議会事務局
と調整しながら、茶の販売拡大に向けた支援を行っていきま
す。

小学生からお茶に慣れ親しむ　－南国市立後免野田小学校でお茶の出前授業を開催－

　１０月６日、ＪＡコスモス職員、当普及所職員の２名が講
師となり、南国市立後免野田小学校３年生２６名を対象に、
茶の種類、茶の生産状況、製茶方法、急須を使った茶のいれ
方などについて、お茶の出前授業を行いました。
　先月の大宮小学校と同様、お茶を急須でいれるのは、ほと
んどの児童が初めてでしたが、４せん目まで飲む児童が多
く、「おいしかった。２せん目は苦かったけど、４せん目ま
でおいしく飲めました。家でもやってみたい」といった感想
が聞かれました。
　普及所では成人対象のお茶講座も開催しており、急須を
使ったお茶の飲み方の普及にも努めていきます。お茶を楽しく飲んでいる
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